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書　　　評

『インド農村の家畜経済
長期変動分析―グジャラー
ト州調査村の家畜飼養と農業経営
―』

インドの農家の農業経営や農村の経済構造を理解
しようとするとき，作物栽培とともに家畜飼養を分
析することは重要である。作物栽培のための耕耘作
業や種々の運搬作業は，最近まで雄牛の牽引力を利
用して行われてきたし，トラクターが普及して雄牛
の活躍の場が減少した現在でも，ミルク生産を目的
として雌牛や雌水牛が多くの農家で飼育されている。
インドの農業の現場では，現在においても作物栽培
と家畜飼養が密接に結びついているといってよい。
実際，2012/13 年に実施された「全国標本調査」の
結果によると，経営面積 1 ヘクタール以上で牛を飼
育している農家の割合は 55 パーセント，水牛を飼
育している農家の割合は 37 パーセントであった（注1）。
家畜を世話するためのさまざまな仕事や家畜飼料の
栽培・収集は，自給用および販売用の作物栽培とと
もに農家の労働の大きな部分を占めている。また，
雌牛・雌水牛が生産するミルクは農家世帯員の栄養
摂取において重要な地位を占めると同時に，ミルク
販売がもたらす収入は作物の販売に劣らず大きい。
したがって作物栽培と家畜飼養を一貫した視点で分
析することの重要性は多くの研究者によって共有さ
れていると考えられるが，実際にそうした研究が取
り組まれることはほとんどない。本書はこの点に踏
み込んだ貴重な研究の成果である。

まず本書の概要を紹介しよう。本書は「はじめ
に」，「序章」，3 部 8 章からなる本論，4 つの補論，

「結論と展望」から構成される。それぞれのタイト
ルは以下の通りである。
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　序　章　インドの家畜と社会
第 1 部　家畜の所有と流通
　第 1 章　雄牛の所有と流通
　第 2 章　雌牛雌水牛の所有と流通
第 2 部　機械化と人畜労働の再編
　第 3 章　労働組織の変容
　第 4 章　人畜労働の再編
　第 5 章　トラクターと農業経営
　第 6 章　村落内・村落間分業とカースト
第 3 部　家畜飼養と農業生産
　第 7 章　家畜産出物の生産と飼料基盤
　第 8 章　農業経営と作物構成
　補論 1　牛，水牛と乳・乳製品
　補論 2　度量衡調査
　補論 3　住まいと暮らし
　補論 4　農事暦と祭
　�結論と展望　�インドにおける農業発展と�

家畜飼養

「はじめに」では研究史のサーベイに基づいて，
家畜経済の変遷が整理される。20 世紀初頭にはイ
ンドの家畜飼養の第一義的な目的は雄牛の維持獲得
にあり，雌牛のおもな役割は雄牛の再生産にあると
考えられていたこと，1990 年代に入ってからはト
ラクターによる雄牛の代替が進展し，ミルクの生産
が重視されるようになったこと，しかしながら商品
作物の作付け拡大が家畜飼料の生産を制約するため
に，ミルクの生産拡大が妨げられる例もみられるこ
となどが指摘される。続く序章ではインドの畜産政
策，家畜構成，家畜の所有と流通，飼料需要等につ
いて検討が加えられる。以上の予備的考察を踏まえ
て，第 1～3 部ではグジャラート州アムダーヴァー
ド県カンカラワーディー村の家畜飼養と農村経済の
変化が，1984 年，1992 年，2002 年の 3 回の悉皆調
査とその後の補足調査に基づいて多様な側面から分
析される。調査村の農業発展は相対的に遅れており，
2002 年の灌漑率は 50 パーセント，耕地利用率は
115 パーセント程度にとどまっている。農業生産の
中心は商品作物生産であり，伝統的には綿花が栽培
されてきたが，近年はこれに加えてクミンの栽培が
拡大している。

第 1 部では家畜の所有と流通が検討される。第 1
章では耕耘作業に主として雄牛が用いられていた
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1984 年から，トラクターの本格的使用がスタート
する 1992 年，そしてそれが完全に普及する 2002 年
にかけて，雄牛の流通と所有の変化が検討される。
検討の結果，1992 年にはトラクターの導入ととも
に雄牛の更新が行われなくなり，その高齢化がみら
れるようになったこと，1984 年には 1 頭ずつが普
通だった雄牛の販売が，トラクターの導入が進展す
る 1992 年には 2 頭ずつになったこと，1992 年以降，
トラクター賃耕による経営が可能となり，トラク
ターも雄牛も所有しない経営がみられるようになっ
たことなど，重要な事実が明らかにされる。第 2 章
では雌牛・雌水牛の所有と流通が検討され，トラク
ターによる雄牛の代替は乳畜の飼育頭数の増加につ
ながらなかったこと，その背景として，クミン，ト
ウゴマなどの商品作物生産の拡大が飼料作物の作付
面積の縮小を引き起こしたことが明らかにされる。

第 2 部ではトラクターの導入に伴う農作業と労働
組織の変化が検討される。第 3 章では，調査村で行
われている農作業の具体的内容を紹介したうえで，
労働組織の変化として年雇雇用の減少が指摘される。
第 4 章では，トラクターによる雄牛の代替過程が農
作業の具体的内容に即して検討され，導入当初，ト
ラクターはもっぱら夏期の耕起と綿木倒しに使用さ
れており，後に播種を含む複数の作業に活用される
ようになったこと，したがって，トラクター導入当
時，トラクター所有農家はトラクターとともに役畜
も所有していたことなどが明らかにされる。第 5 章
では，トラクターの所有と農業経営との関係が検討
され，相対的に所得の少ない階層においても最近で
はトラクターを購入する例がみられること，村内の
トラクター台数が増加することにより，農地借入や
賃耕をめぐるトラクター所有農家間の競争が激しく
なっていることが指摘される。第 6 章では，調査村
での村落内・村落間分業とカースト，とりわけ牛飼
いカーストのジャジマーニー関係に基づく放牧が紹
介される。

第 3 部ではミルクやギー（精製バター）の生産と
作物生産が分析される。第 7 章ではミルク・ギーお
よび厩肥の生産・流通と，飼料作物の生産について
検討が行われる。第 8 章では家畜飼養と作物構成と
の関連が検討され，飼料作物栽培の中心的な担い手
が，かつての雄牛所有世帯から乳畜所有世帯に変化
したことなどが明らかにされる。以上の本論に続く

補論 1～4 は，本論を理解するうえで参考になる短
い論考である。最後の「結論と展望」では，近年著
者が実施した補足調査の結果を紹介しつつ，本書の
議論が総括される。本書の実証分析から導かれる重
要な結論は，調査村ではトラクターの導入によって
雄牛飼育頭数が減少したにもかかわらず，商品作物
栽培の拡大が飼料作物の作付けを制約したために，
乳畜飼育頭数が増加しなかったということである。

本書の優れた点は，長期間の調査に基づいて，多
くの重要な事実を発見したことにある。第 3 章およ
び第 4 章では雄牛 2 頭で耕耘作業を行うのが通常の
インドにおいて，2 頭の雄牛を所有しない農家がど
のようにこれを行っていたのかについて，雄牛 1 頭
を所有する 2 つの農家が 2 頭を合わせて互いの農地
で耕耘作業を行う「雄牛交換」と，雄牛を所有しな
い農家が賃料を支払って耕耘作業を委託する「雄牛
賃耕」の説明があり，畜力耕耘時代における小規
模・零細農家の耕耘作業の実態が具体的に示されて
いる。また雄水牛や，トラクターの普及した現在に
おける雄牛など，経済的価値の低い家畜の処遇を含
む牛・水牛の流通実態は先行研究の中では必ずしも
明らかにされてこなかったが，第 2 章では，仔畜の
販売や，故意に十分な世話をせず死期を早めるいわ
ゆる淘汰，さらには宗教団体等が運営している家畜
養護院への譲渡などが解説され，家畜流通の実態に
ついて踏み込んだ検討がなされている。

いまひとつの本書の優れた特徴は，灌漑率が低く
農業生産条件が比較的厳しい村を調査対象にするこ
とによって，従来あまり指摘されてこなかったユ
ニークな論点を提起していることである。たとえば
第 4 章では，3 年連続の干ばつによって雄牛の維持
が困難になったことが，調査村におけるトラクター
普及を後押ししたと述べられている。トラクターの
普及に関する既存の研究は，灌漑などの面で恵まれ
た農業生産条件をもつ，「緑の革命」が普及した地
域を対象とすることが多く，そうした研究ではトラ
クターの普及の背景として，農業労働者の賃金が上
昇したことや，多毛作化により作業時間短縮の必要
性が高まったことなどが指摘されてきた。しかし本
書は，干ばつ常襲地帯の村を観察することによって，
トラクターの普及に関する新しい視点を提起したと
いってよい。

以上のように本書は疑いなく優れた特徴をもつが，
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いくつかの課題を抱えていることも事実である。第
1 は本書の実証課題，あるいは分析枠組みについて
である。本書結論部分の冒頭で述べられているとお
り著者は，過去数十年間にみられたインド農業の中
心的な変化を，「緑の革命」による穀物生産の拡大，
機械化，乳畜の飼養頭数の増加，乳畜の性能向上と
ミルク生産の増加として捉えているが，こうした変
化と調査村での農業の変化との関係を明確に論じて
いるとは言い難い。調査村で観察されたことは，伝
統的に栽培されてきた綿花に加えてクミンの栽培が
拡大するという商品作物生産の発展と，その背後で
生じた飼料作物栽培面積の縮小，これに起因する家
畜飼養頭数の減少であった。厳密な実証が別に必要
だが，評者のみるところ同様の農業変化を経験した
地域は少なくない。そうであるとすればそれは，

「緑の革命」や「白の革命」程もてはやされ注目さ
れることはなかったが，インドでたしかに実在して
きた農業変化の一類型ではないのだろうか。カンカ
ラワーディー村でみられた農業の推移を，灌漑条件
に恵まれない乾燥地帯での，商品作物生産を軸とす
る農業発展として，著者はより積極的に定式化する
ことができたのではないだろうか。インドにおける
もうひとつの農業発展を，作物栽培と家畜飼養とい
う農業生産の両輪を包含する体系的な分析に基づい
て描き出すことができていれば，本書の価値はより
高まったと考えられる。

このことと関連して第 2 に指摘しておきたいこと
は，作物栽培に関する分析がやや手薄になっている
ことである。家畜経済の分析に重きを置く本書の特
徴からすればやむを得ないともいえるが，調査村で
の農業の中心が商品作物生産にある以上，この点に

関するより詳細な分析はあって然るべきであった。
たとえば第 8 章で触れられている綿花価格の惨落は，
村の農業に大きな影響を与えたと考えられるが，こ
のことに関する十分な分析はなされていない。

第 3 はデータの分析手法についてである。掲載さ
れている多くの図表の中には，世帯当たりや単位面
積当たりで計算した数値ではなく，村全体の集計値
のみが示されている表がかなりあり，そうした表か
らはどのような要因によって数値が変化しているの
かを特定することが困難であった。また，章ごとに
異なる基準で世帯区分を行う分析手法は，調査村の
社会階層の理解を困難にしている。このため本書に
おいて，村の社会構造と経済構造が一貫した視点か
ら描き出されているとは言い難い。

しかしながら既に述べたとおり，本書の最も大き
な価値は，長期にわたる村落社会の詳細かつ生き生
きとした叙述にあり，上に触れた課題はその価値を
損なうものではない。本書末尾で触れられているよ
うに，著者は 4 回目の悉皆調査の実施に意欲的であ
る。さらなる調査に基づいて，著者が西インド半乾
燥地域の農業発展の道筋を，作物栽培と家畜飼養の
両方の分析をふまえながら解明されることを期待し
たい。
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